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平成20年 度 情 報処理 セ ンター学生 スタ ッフの活動 につ いて

学 生 ス タッフは、 自習利 用者 の支援 や 自習室 の整備等、情 報処理 セ ンター利 用者へ のサ ー

ビス向上 のた め電 算実 習室 に配 属 され て います。 また、 ユ ーザ ー ズガ イ ドの編集 や公開講

座 の サ ポー トな ど学生 の視点 か ら情報 化 の推 進 に協力 して い ます。

平 成20年 度 は前 期36人 、 後期36人 の登録 が あ り、情 報処 理技 術 や コ ミュ ニケ ー シ ョン能

力 を高 め るため に3グ ル ープ(「 ユ ーザ ー ズ ガ イ ド&公 開 講座 班」 「広 報班 」 「資料 作 成&

教材 作成 支援班 」)に 分 かれ て作業 を行 い、 ス タ ッフ各 自の課 題 に も取 り組 み ま した。

各班 の業 務 は次 の通 りで す。

○ ユーザ ー ズガ イ ド&公 開講座 班

ユ ーザ ー ズガイ ド&公 開講 座班 の主 な業 務 は、 「ユ ー ザ ーズ ガイ ド作 成(Web版 ・珊 子

版)」 「ス ター トア ップ ガイ ド作成 」 そ して 「パ ソコ ン入門講 座 とExce1入 門講座 の各 テキ

ス ト作成 お よび講座 の補 助業 務」 で す。

今年 度 の前期 は8月 に開催 す るパ ソコ ン入 門講座 の テキ ス ト作 成 を行 いま した。 題材 は

昨年度 と同 じ 「プ ログ」 が行 わ れ るので、 昨年 度 に受講 され た方 の意 見 や補助 員 で の経 験

を生 か したテキ ス トに修 正 し、パ ソ コ ン入門講 座 の補助業 務 を行 いま した。 後期 の前半 は、

9月 末 か ら行 われ るExce1入 門講 座 の テキ ス トの作 成 を行 い ま した。 題材 は昨年度 と同 じ

で したが、 講 師 の先生 が交代 された ので テ キ ス トの内容 を先 生 と調整 し、 昨年 度 に受講 さ

れ た方 の意 見 や補 助 員で の経験 を生 か した テ キ ス トに修 正 し、Excel入 門講 座 の補 助業 務

を行 いま した。 後半 は、2009年 度 入学生 用 の ス ター トア ップ ガ イ ドの作成 を行 いま した。

パ ソ コ ン入 門講座 の題材 は、 昨年 度 と同 じプロ グを行 いま した。 テ キ ス トにパ ソ コ ンで

表示 して い る プロ グの画面 を利 用 して 作成 して い ると、 オ リン ピックの開催 と も重 な りプ

ロ グの画面 にあ るバ ナーが頻繁 に変 更 され たので、 講座 直前 まで テキ ス トの印刷 を遅 らせ

る対応 を した ことに よ り、 公 開講座 の進 行 とテキ ス トの内容 に大 きな問題 はあ りませ んで

した。

ただ、 これ は仕方 の無 い ことで すが、 受講 され る方 のパ ソ コ ン歴 に差 が あ るため、 ど う

して も レベル の差 とい うものが 出来 て しま います。 受講 され る方 の レベル に合わ せて ク ラ

ス分 けを した ほ うが良 い とい う指摘 もあ ります。 慣 れ な い方 に もわ か りやす い テキ ス トを

目指 す と共 に、 この こ とにつ いて考 慮 した ほ うが良 いか も しれ ませ ん。

Excel入 門講 座 の 内容 も昨年 度 と変 更 は あ りませ んで したが、 今 年 は講 師 の先 生 が交 代

され た方 が お られ たので、 担 当 され る部 分 の テキ ス トの内容 を講 師 の方 と調整 しデ ー タと

画而 の修正 を 中心 に行 い、 他 の部分 は記載 デ ー タの数値 の変 更 や誤字 脱字 の修 正 を行 い ま

した。5[問 の講 座 も無事 成功 を収 め る ことが 出来 ま した。
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Excel入 門講座 の受 講生 の方 か ら 『職場 や家庭 でExcelを 活 用 で き る内容 を して ほ しい」

『中級 レベ ルの講 義 を して ほ しい」 等 、実 用 性 とよ り高 度 な技 術 を求 め られて い る方 が多

いよ うで す。

2009年 度 入学生 版 の ス ター トア ップ ガイ ドを入学 式 まで に作成 しま した。今 回 は、2009

年4月 か ら新教 育 システ ムが導入 され るので、 学生 が利 用 す る と きの 「ログオ ン ・ログオ

フの操 作方 法」 「電 算実 習室 の利 用 ソフ ト」 「各 電算 実習 室 の設備 」 を修正 しま した。

ユ ーザ ー ズ ガイ ド&公 開 講座 班 が 作成 した 「パ ソ コ ン入 門講 座 テキ ス ト」 「Excel入 門

講 座 テキ ス ト」 お よ び 「ス タ ー トア ップ ガ イ ド」 の表紙 と 「Web版 ユ ーザ.._.ズガイ ド」

の トップペ ー ジを参 考 に掲 載 します。

以 上
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○広報 班

広報 班 の主 な業務 は、 「セ ンターニ ュ ースの原稿 作 成」 「情 報処 理 セ ンター ホー ムペ ー ジ

の作成 ・更 新」 そ して 「各種掲 示物 の作成 お よ び掲 示」 で す。

「セ ンターニ ュー スの原稿作 成」 で は、年3回 発 行 の と ころ今年度 はNo.61号 の1部 のみ

発行 す る ことに な りま した。 今年度 最 初 に ミー テ ィ ングで記 事 を決 め、 そ こか ら全 員 で作

成 して行 く予定 で したが 、事務 室 との連 携 不足 と新 人 ス タ ッフが多 か った こと もあ り、新

人教育 に時間が かか りセ ンターニ ュー スの発行 が で きませ んで した。 次年 度 は、年 度始 め

に掲載 内容 の ミーテ ィングを行 い、 最低 で も年3回 の セ ンターニ ュー スの原稿 を作 成 し最

新 ニ ュースを発信 で きる よ うに して い きます。

「情報 処理 セ ンター ホ ームペ ー ジの作 成 ・更新 」 で は、 新 規 ス タ ッフが 多 く参 入 し、 そ

れ に伴 って、 どの班 もHTMLの ス キル を必 要 とす るので、前 期 はHTML講i=習 会 を実施

しま した。 そ の上 で当班 に配属 され た新規 ス タ ッフに慣 れ させ るよ う、 「はや うち タイ ピ

ング コ ンテ ス トの結 果」、「自習 利用 にっ いて」、「セ ンターか らのお知 らせ」 の3っ の変更

を頼 んだ ところ、 しっか り こな して くれ ま した。 また、 自主 的 に セ ンター ホー ムペ ー ジの

修 正 すべ き点(「 学 生 ス タ ッフの仕事 紹 介」 の背景 の変更)を 挙 げて くれ た班 員 も居 ま し

た。 後期 は、 変 更す べ き箇 所 を中心 に加 筆 修正 しま した。 特 に 「学生 ス タ ッフの紹 介」、

「自習利 用 にっ いて」、 「はや うち タイ ピ ング コ ンテ ス トの結果 」、 「公 開講座 」、 「セ ンター

か らの お知 らせ」、 「学 生 ス タ ッフの仕 事 紹 介」、 「各班 の仕 事紹 介 」 と班紹 介 の ペ ー ジ、

「設備 」、「研究業 績一 覧」 を変 更 しま した。

掲 示物 の作成 で は、受付 の机 に設置 したお知 らせ は自主 的 に作成 し、 プ リペイ ド式 コ ピー

機 案 内の ポ ス ターの作 成及 び情 報処理 セ ンター事 務室 カ ウ ンター に置 いて あ る案 内の作成

は事務 室 の指 示 で作成 しま した。 ま た、 これ らの作成 に は他班 の班 員 が協 力 して くれ ま し

た。 印刷許可 願 の見本 を作 成 しま した。 また、情 報処 理 セ ンター事 務室 カ ウ ンター に置 い

て あ る案 内 と、 ポス ターの作成 も行 いま した。

今期 もほぼ全班 員 が作業 に当 た って くれ ま したが、 様 々な支障 が あ って仕方 が な い面 も

あ りますが、 完壁 とまで はい きません で した。 また、 これ は広報班 だ けで はな く全 ス タ ッ

フに言 え るこ とか も しれ ませ んが、HTMLが 基 本 的 な ものな ら解 か る、 あ る いはあ ま り

解 か らな い とい う ことが解 か りま した。 そ こで、 来年 度 も新規 ス タッフが増 え る と思 うの

で、 平成21年 度 もHTML作 成 技術 のい っそ うの向上 を 目的 と した講 習会 を開催 し、 どの

班 も円滑 に業務 を進 め られ るよ うに し、 それ を下 の世 代 へ と繋 げて いか な い といけな い と

感 じま した。

これか ら も円滑 に作 業 を進 め られ る よ うに し、 かっ 「見や す い ・読 みや す い ・わ か りや

す い」 を続 けて い きた い と思 い ます。

以 上
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「セ ン ター ニ ュー スNo.61」(表 紙)

○資 料作 成班

資料 班 の主 な業務 は、 「自習 利用状 況 の統計 資料作 成」 「セ ンター年 報 の デ..__タベ ース化 」

「シス テム図、 ネ ッ トワー ク図、教 室配 置 図 の作 成」 「情報 処理 セ ンター案 内パ ンフ レッ ト

の作 成」 そ して 「eラ ーニ ングコ ンテ ンッの作 成 支援 」 です。

自習 利 用状 況 の統計 資料 作 成 で は、 シ フ トに入 った資料 作 成 班 の ス タ ッ フが、Access

へ の利用 者 デ ー タ入 力 ・自習 利用 簿 の チ ェ ック ・利用 者数 の チ ェ ック及 び月 初 めの利用 統

計表 の作 成 をお こな い ま した。

eラ ー ニ ング コ ンテ ンッの作成 支援 で は、教 員 か ら頂 い た授 業用 教材 の デ0夕 をPDF

に変 換 し 「学 習支援 シス テ ム」 へ の ア ップ ロー ドを行 いま した。 今年 は新 規 ス タ ッフが多

数 の ため、HTML作 成 方法 や ホー ムペ ー ジへ の ア ップ ロー ドす る際 に必 要 なFTPの 操

作講 習会 を開催 して、 自作 の レジュ メを配 布 しプ ロ ジェ クターを利 用 して実 技演 習 を取 り

入 れ、班 業務 の技術 習得 に取 り組 ん で い きま した。

「システム図、 ネ ッ トワーク図、 教室 配置 図 の作成 」 「情報 処理 セ ンター案 内パ ンフ レッ

トの作 成」 で は、2009年4月 に情 報処 理 セ ンターの機器 等 の入 替 が行 われ るの で、 現行 シ

ステ ム と新 システ ム との変更 内容 や各 図面 の変 更箇 所 の確認 を行 い、 次年 度 の作成 に向 け

て打 合せ を行 い ま した。

今年 度 は、 ミーテ ィ ングの参加 につ いて は良 好 で、班 業務 の技 術 習得 に熱心 に取 り組 ん
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でいた。 さらに今年度 は ミーティングでスタ ッフが作成 したマニ ュアルと実技演習 を取 り

入れた ことによ り、苦労 しなが らも班業務 に取 り組む といった積極性が伺 えた。 この積極

性が大 きな収穫であ り、次年度以降の班業務 に多いなる期待 を寄せ ることが出来 る。

次年度では、操作 マニュアルを充実 させ実技演習を積極的に取 り入れ操作能力の向上 に

取 り組んでいきたい。

また、情報処理 セ ンターの機器更新が4月 に行 われ るので、 システム図、ネ ッ トワーク

図、教室配置図、情報処理 セ ンター案内パ ンフレットなどの修正 ・変更を行います。

以 上
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